
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

  

第３期中長期計画（2023年度～2032年度） 概要版 

新たな 100年に向けての挑戦－地域と共に歩み、社会課題の解決に貢献するスカウティングを目指して 
 

２ スカウト運動のミッション（本編：P2） 
 
 

９ 重点事業の進捗管理（本編：P109～P110）  

重点事業の進行管理と評価を行うために（仮称）第３期中長期計画施策評価委員会を設置し、「重点事業評価シート」を毎年公表します。また、この評価を翌年度の予算要求とリンクさせます。 

第 3章 進行管理と評価（本編：P109～P110） 

１ 第 3期中長期計画の策定方針（本編：P1） 
・スカウティングの本質的価値は、 
→青少年に幸福な人生を歩んでもらう。 
・この計画は、 
→この運動に関わった青少年は必ず幸福な人生を歩むことができる、そして、この運動に 
 関わる人が増えれば必ずこの世界はよりより良くなるという信念を共有し、今後の 10 
 年間の日本のスカウティングの進むべき方向性を示したもので、全ての成人で共有する 
 もの。 

1999年第 35回世界スカウト会議 
「スカウト運動の使命声明」 
スカウティングの使命は、スカウトの
「ちかい」と「おきて」に基づいた価値
観を通して人々が個人としての資質を
発揮し、社会において積極的な役割を
果たすことができる、よりよき世界を
築くことに役立つよう、青少年の教育
に貢献することにあります。 

 

2017年第 41回世界スカウト会議 
スカウト教育法の要素に「社会との協同」
が追加 
地域社会と関わることなくスカウトが
たった一人でより良い世の中を築くこ
となどできません。－中略－奉仕とは、
単に他人に対して行うということでは
なく協同することなのです。 

 

３ 計画策定にあたっての基本認識（本編：P3～P5） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５ 今後の施策の方

向性（本編：P7） 
「2032 ビジョン」
に基づいて、 
 
 
社会の一員として
の役割を果たすと
ともに、それぞれの
個性や持ち味を最
大限に発揮しなが
ら、自立して生きて
いくために必要な
能力や態度を育て
る「キャリア教育」
の視点も取入れて、
施策を展開します。 
 
 
現状の加盟員比率
（BVS:0.35人CS:0.45人）
を考えるとこの両
部門で新規加盟員
を増やすポテンシ
ャルは充分にある
と考えられ、地域の
青少年に体験活動
を提供する取組み
をより一層推進す
ると共に、ボーイス
カウト部門以上の
青少年にもスカウ
ティングを提供で
きるような施策を
進めるます。 
 
 
スカウトに良質な
教育を提供するた
めに外部資金を獲
得し、加盟登録料に
依存しない財政基
盤を確立させます。 

教  育  面 

組 織 拡 充 面 

2021年第 42回世界スカウト会議の主要テーマ 
会員数の増加、環境活動、多様性と受容、児童と青少年の保護、メッセンジャー・オブ・
ピース、スカウト・フォー・SDGsとアース・トライブ 
→この６つのテーマに若者が中心となって貢献すること焦点が当てられた。 

社会を取り巻く急激な環境変化 
新型コロナウイルス感染症の影響、社会のデジタル化の進展、急激な地球環境の変化 

日本の総人口・年少人口とスカウト数の減少 
・日本の総人口の減少：この運動の担い手が不足する。 
・出生数の減少に伴う少子化の更なる進展：本計画の最終年である 2032年にはスカ 
 ウト数は約 5,000～15,000まで減少すると推計される。 

運 営 面 ４ 2032 ビジョン－2032 年度の日本のスカウティングのあるべき姿（本編：P6） 
第３期中長期計画最終年度である 2032 年度の日本のスカウティングのあるべき姿を次の
ように位置付けました。 

 様々な団体と繋がっている団・地区・県連盟・日本連盟（以下、全ての組織という）
が国際社会や地域から必要とされる存在となっており、「より良い世界をつくる」こと 
に貢献する青少年を一人でも多く育てている。 

 また、全ての組織で、その担い手として様々な人材が活躍している。 

・このビジョンの基づきバックキャスティングで計画を策定 

第 2章 施策体系と事業（本編：P9～P108） 

６ 計画における施策の体系（本編：P9～P11） 

本計画は、2023 年度から10 年間で重点的に取組む「4つの基本施策」－「10の施策」－ 

「34の重点事業」（Ｐ12～Ｐ101）とそれ以外の一般事業とで構成されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 重点事業に関する取組み（本編：P12～P101） 
・34の重点事業（この 10年間で重点的に取組む事業） 
 
８ 一般事業に関する取組み（本編：P102～P108） 

・これまで取組んできた重点事業以外の事業 

基本施策Ⅰ 「様々な団体等と連携し地域に根差したスカウティング」 

施策１ 様々な団体等との連携を進める取組み（２つの重点事業） 

施策２ 地域にスカウティングを普及させる取組み（４つの重点事業 

基本施策Ⅱ 「全ての人に開かれたスカウティング」 

 

基本施策Ⅲ 「青少年の成長・社会課題の解決に貢献するスカウティング」 

 
重点事業① 地域連携を担当する委員会（者） 

 
 

 
重点事業① 地域連携を担当する委員会（者） 

基本施策Ⅳ 「強固な財政基盤持ち効率的な事業執行を行う日本連盟」 

施策１ 資金醸成と適切な資産管理に関する取組み（３つの重点事業） 
重点事業① 地域連携を担当する委員会（者） 

 
重点事業① 地域連携を担当する委員会（者） 
施策３ 日本連盟のガバナンス改革の推進（２つの重点事業） 
重点事業① 地域連携を担当する委員会（者） 
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第 1章 総論（本編：P1～P7） 

地
域
連
携 

基本施策Ⅲ 「青少年の成長・社会課題の解決の貢献するスカウティング」 






